
Ⅳ 子ども読書活動推進のための様々な取組 

実践① 学校法人共立学舎 幼稚園型認定こども園 共立幼稚園 

 

１ はじめに 

本園は，1876（明治９）年に共立学舎として地域青少年の教育のため設立され，1930

（昭和５）年には共立幼稚園として開園し，今年で学舎創立148周年，幼稚園開園94周

年を迎えています。鹿児島市の上町地区にあり，周辺には小・中学校，高等学校，多数

の公園や神社などがあります。川や海にも近く，緑の木々に包まれた閑静な地区で教

育的環境に恵まれています。平成27年度から幼稚園型認定こども園となり，現在103名

の園児が在籍しています。 

「絵本大好き」な子どもを育てることは，知的能力である「認知能力」だけでなく，

幼児教育において重要とされる知的能力以外の「非認知能力」，特に，自尊心や豊かな

心を育てることに繋がっていくと考えています。そのために本園では，「絵本大好き」

な子を育てる「読書活動の充実」を特色のひとつとして位置付けています。 

 

２ 活動の実際 

⑴ 園としての取組 

本園では，園舎の３階に“えほんのへや”を設け，

現在蔵書は約4,000冊です。温もりのある空間になる

よう，木目調の床とゆったりとしたソファを用意し，

絵本のキャラクターを模した壁面飾りや観葉植物を

置くなどして絵本に親しみやすい環境を整えていま

す。また，読みたい絵本を決めるときのヒントになる

ように，その時期に興味を向けて欲しい絵本の表紙

が見えるように“えほんのへや”の壁面に絵本を配置

し，適宜入れ替えるようにしています。さらに，１階

から３階までの階段壁面に，新規購入した際の絵本

のカバーを掲示し，子どもの興味関心に合わせた絵

本を紹介するスペースとして活用しています。日常

的に絵本の表紙を目にすることで，題名や絵柄に気

付き，内容にも興味を持つことへと繋がっています。 

園児は，週に１回２冊絵本を借りて，家庭に持ち帰

り，親子またはきょうだい等で読書を楽しんでいま

す。また，月に１回未就園児教室を実施し，来園した

地域の未就園児親子へ大型絵本等の読み聞かせや絵

本の貸し出しも行っています。 

 

⑵ クラスでの取組 

朝や降園前の職員による読み聞かせは，どのクラスも毎日行うようにして，絵本

好きな子どもを育てています。３階の“えほんのへや”だけでなく，各クラスにも絵

本棚を設けて80～100冊の絵本を設置し，日常的に絵本に触れ親しめるようにしてい

ます。また，保育活動への興味関心を高められるよう，クラス内に絵本を並べたり，
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関連性の高いページをコピーして掲示したりしています。活動の導入や振り返りな

どで読み聞かせをすることも多く，絵本は，保育をする上で欠かせないものとなっ

ています。 

 

⑶ 保護者及び地域の人材による取組 

各クラスに２～４人の読み聞かせ担当の保護者がおり，担当者とクラス担任が連

携し，月１～３回降園前などに読み聞かせを実施しています。読み手がいつもの担

任等でなく，自分の親または友達の親であるため，子どもたちは少しの照れくささ

と大きな喜びを感じているようで，この日を心待ちにしています。子どもたちが熱

心に耳を傾け，素直に喜怒哀楽を表現する様子を目の当たりにする担当者たちは，

“子どもたちのために”という思いが大きく，読み聞かせ以外の園内活動へも積極

的に協力してくださっています。 

地域の人材の取組としては，読み聞かせボランティア，「ストーリーテリングの会

“おはなしの森”」さんに，年３回来園していただいています。季節の素材を使った

わらべ歌や指遊び，読み聞かせをしていただき，毎回大変好評で，子どもたちも楽し

みにしています。 

絵本好きの方々が準備する教材は，担任等にとっても目新しく興味深いです。絵

本選定の参考になるとともに，読み聞かせの技法なども吸収でき，保育活動に大変

役立っています。 

 

３ 今後の課題 

“えほんのへや”がある３階には専任の職員が常駐していないため，子どもたちだ

けで自由に利用できない状況にあります。各クラス内の絵本棚を充実させ，階下に移

動本棚も設置していますが，さらにアイディアを絞り，いつでも子どもたちが絵本と

触れ合えるような工夫を重ねていきたいです。 

 

４ おわりに 

「読書活動の充実」を園の特色にひとつに掲げて早７年になります。蔵書数は倍近

くになり，種類も充実してきました。新しい絵本も多いため，子どもたちも喜んで読

んでおり，保護者や地域の方々からも好評です。専任職員がいない中で約4,000冊ある

絵本の管理等は大変なことではありますが，多くの職員で読書活動について考え，協

力していくことは本園の大きな強みにもなると捉えています。今後も「絵本大好き」

な子どもを育てるためにさらに励んでいきたいです。 
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